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１【内部統制報告書の訂正報告書の提出理由】

　2019年６月20日に提出いたしました第122期（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）内部統制報告書の記載事

項に誤りがありましたので、金融商品取引法第24条の４の５第１項の規定に基づき内部統制報告書の訂正報告書を提出

するものであります。

 

２【訂正事項】

３　評価結果に関する事項

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

３【評価結果に関する事項】

（訂正前）

上記の評価の結果、当連結会計年度末日時点において、当社グループの財務報告に係る内部統制は有効であると判

断いたしました。

 

（訂正後）

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすことになり、開示すべき重要な

不備に該当すると判断いたしました。したがって、当連結会計年度末日時点において、当社グループの財務報告に係

る内部統制は有効でないと判断いたしました。

 

記

 

当社の連結子会社であるCHUGOKU MARINE PAINTS (Shanghai), Ltd.（以下、「ＣＭＰ上海」という。）において、

現地監査人も加わった社則及び規程類の見直し等の内部統制の改善に関連した話し合いの中で、退職金に相当する支

払いに関する労働組合との協約の存在を確認し検討した結果、本来は負債計上すべき退職給付に係る負債の計上が漏

れていることが判明いたしました。

これを受け、当社は、退職給付債務の算定を外部専門家に依頼するとともに、本件が発生した経緯や原因等の調査

を進めるにあたって、より客観的な調査を行うため、2021年11月17日に外部専門家から構成される調査委員会を設置

し調査を行い、2021年12月24日にＣＭＰ上海における退職給付に係る負債の計上漏れに関して、同委員会から調査結

果報告書を受領いたしました。

当社は、本報告書の内容及び会計監査人による指摘に基づき過年度の決算を訂正し、2017年３月期から2021年３月

期までの有価証券報告書、及び2019年３月期第３四半期から2022年３月期第１四半期までの四半期報告書について訂

正報告書を提出いたしました。

訂正の原因として、ＣＭＰ上海において労働組合との協約を適切に財務諸表へ反映させる意識が欠如していたこ

と、ＣＭＰ上海における退職給付会計の実務に精通する人材の不足、ＣＭＰ上海で締結された労働組合との協約のよ

うな人事規程等に対する当社によるモニタリング、及び海外子会社に対する特に規程類に関する内部監査が十分でな

かったことが挙げられます。

これらの当社及びＣＭＰ上海の全社的な内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼしており、開示すべき重

要な不備に該当すると判断いたしました。

なお、上記の開示すべき重要な不備については当連結会計年度の末日後に認識したため、当連結会計年度の末日に

おいては是正が完了しておりません。また、上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正は、すべて連結財務

諸表に反映しております。

当社は、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、開示すべき重要な不備を是正するために、調査委員会

の指摘・提言をふまえ、実効性のある再発防止策を策定の上、財務報告に係る内部統制の不備の改善を図ってまいり

ます。

 

以上
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